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「この大学をより素晴らしい大学にする」「志」のようなものをもって外部からやってきた

人々である。今回インフォーマルに聴取したが記録化していない内容を踏まえれば、かれ

らの変革の取り組みには、学内外の「守旧派」との衝突やメディアの批判、一般社会の反

発などとの闘いが含まれており、そこでの問題点や課題も少なくない。だが、そこに前向

きかつ果敢に挑戦するスタッフと学生の多様性こそが、大学と大学の知を活性化し、理論

と実践を、そして理念と現実をつなぐ、本来的意味での社会的有用性をもつ存在として、

歴史と伝統をもった大学を、新たな時代的文脈に再定置することを可能にするのではない

だろうか。 
ミルバーンが提起したような社会的流動性の促進が、社会的停滞を打破し時代を拓く大

学の使命であるとしたら、私たちは生涯学習時代に求められることは何か。おそらくそれ

は、一面的な受験学力に留まることなく、自己教育力の萌芽を備えた多様な学生たちと出

会う方策を多チャンネルで生み出しつつ、大学教育という土壌でそれをゆたかに開花させ、

生涯を通して自ら／他者とともに「学ぶ力」と、その成果を社会に大きく還元できる「実

践に活かせる力」を育てていくことではないかと思われる。受験産業が隆盛をきわめ、高

度な受験技術が商品として広く普及する現状から出発して、具体的な道筋を描くのは容易

なことではないが、大学教員として多くの示唆と刺激を得られた調査旅行であった。 
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【シンポジウム報告】 
生活から学ぶ共同の〈知〉 

―「生活をつづる会」の時間・空間をめぐって― 
猿山 隆子 
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Takako Saruyama 
 
 
 
 
 

本発表は、小集団のなかで、身近な生活を書きあい、話しあうことを手立てとした学習

サークル「生活をつづる会」が、活動のなかでどのように学習の場を作り出したのか、「生

活をつづる会」の学習組織形態とその学習過程を明らかにすることを目的とする。 
1950 年代前半に急速に広がった生活記録運動については、これまで多様な実践と展開が

言及されている。その中で、女性の生活記録運動としてしばしば取り上げられるのが「生

活をつづる会」である。「生活をつづる会」とは、1952 年に、社会学者である鶴見和子（1918
年～2006 年）が自ら組織した生活記録サークルであり、その著作や文集の刊行によって、

「主婦」たちが日常生活を書きあい、話しあうことによる学習とその成果を広く知らせ、

その当時も「主婦」の生活記録運動のモデル的な活動として、メディアで取り上げられる

など世間の大きな注目を集めた。 
鶴見が取り組んだ生活記録運動は、1950 年代初頭に注目されていた子どもの生活綴方教

育の思想と実践から着想を得て、「おとなの生活綴方」として取り組まれたことはよく知ら

れている。鶴見は、生活綴方教育を、集団のなかで、読む、書く、話す、聴くことの行為

の繰り返しを通じて獲得される思考形成の方法として把握していた。「よりよく生きるた

め」に、他者とともに生活を見つめ、思考を鍛え上げていく方法として、おとなの自己形

成や共同形成にまで及ぼすことができるものとして考えていたのである。 
しかし、制度として厳密に管理された時間・空間の下におかれた学校教育で行われる生

活綴方と、「指導者」の存在を否定し、誘導や統制されない、本来、自発的な集団のなかで

行われる生活記録とは、その学習組織や方法はまったく異なる。それにも関わらず、子ど

もの教育方法として提起された生活綴方と、鶴見が提示したおとなの自己教育の方法とし

ての生活記録は、十分自覚的に区別されていたとは言いがたい。そのため、さまざまな生

活記録の活動の所々で、当時の鶴見がとらわれていた啓蒙的な思考を読み取ることができ

る。鶴見は、子どもの教育方法に倣った「おとなの生活綴方」とおとなの自己教育の方法

との矛盾と葛藤の狭間でゆれていたのである。 
では、鶴見が取り組んだ生活記録運動はどのような学習組織のなかでどのような活動に

取り組んできたのか。本発表では、「生活をつづる会」における例会での話しあいの場を中
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心に取り上げる。これまで生活記録運動に言及した研究では、小集団での話し合いを通じ

て生活記録を書いていく過程を共有していくということがその特徴として捉えられている。

しかし、生活記録運動について検討したものは、文集に掲載された生活記録を引用したも

のや言及したものが多く、当時の話し合いの実践やそのプロセスを具体的に検討したもの

に関して、その蓄積はほとんどない。「生活をつづる会」に言及したものに関しても、文集

に掲載された生活記録の作品の分析や鶴見の著作に言及したものが主であり、これまで、

話し合いのプロセスは明らかではなかった。そのため、どのような話し合いの過程を経て

生活記録の作品が生まれたのか、その学習活動のプロセスが読み取ることは難しい。集団

のなかで、書く、読む、話す、聴くというサイクルをもつ生活記録運動の学びを理解する

ためには、生活記録を書いていく過程を共有していく話し合いの方法やそのプロセスを考

察することが必要である。 
このような状況をふまえ、本発表では、「生活をつづる会」で行われた例会の話し合い記

録とその成果である生活記録の文集を合わせて読むことで、「主婦」たちが、生活や自己を

基軸に、小集団のなかで他者とともに書き合い、話し合うことによって、どのような学び

の場を作り出したのか、「生活をつづる会」における学びの時間・空間を明らかにすること

を目的としている。 
まず、「生活をつづる会」で行われていた例会の話し合い記録から、「生活をつづる会」

の組織形態を分析する。メンバーの多様性を特徴としたひとつのサークルとしての発足か

ら、メンバーの自発性を重視し、地域別、職業別のグループづくりに活動の主体をおくよ

うになっていく組織の変遷と活動内容を辿り、必要に応じて、細分化と再統合をくり返す

流動的な組織の構造を明らかにする。 
このような組織の構造は、メンバーを固定せず、ネットワークを拡げていくという「生

活をつづる会」の組織としての柔軟さを示すと同時に、そのなかでの人と人との結びつき

の過程を問題として浮上させることとなる。多様なメンバーが、それぞれに個人の特殊な

状況に密着した問題とそれにまつわる葛藤や矛盾を浮き彫りにできる空間を作り出すこと

は、互いを理解しあうために他者と向き合う時間のあり方と密接に結びついている。鶴見

とメンバーらは、流動的な組織のなかでどのような時間を刻んできたのか。例会での話し

合い記録と生活記録の作品に拠りながら、鶴見とメンバーらを結びつける時間について読

み取っていく。 
そして、「生活をつづる会」の活動のなかで、メンバーらはなにを書き、なにを話しあっ

てきたのか。鶴見は、「生活をつづる会」の活動を通じて、「これまで書くひまも習慣もな

かった」「主婦」が書くということを象徴的に表してきた。多様性を特徴とする「生活をつ

づる会」において、「主婦」を象徴的に示すということは、「主婦」以外の多くのメンバー

らのさまざまな声が「主婦」を典型化していく過程であったといえる。その過程では、鶴

見とメンバー、メンバー同士のあいだに相違が生じている。鶴見とメンバー、メンバー同

士の意見や認識にどのような相違が生まれ、その相互の葛藤や相克の過程のなかで、描か

れた「主婦」とはどのようなものなのか、話し合いの記録と生活記録の作品から分析する。 
本発表は、第一次史料として、「生活をつづる会」を構成する小グループで、毎月行われ

ていた例会での話し合いを記録したノート、プリント、メモを分析の中心とする。この資

料は、京都文教大学大学院 図書館に所蔵されている鶴見和子文庫の未公開資料である。
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